
東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所

２０２６年度　パフォーマンス向上会議情報（２０２６年１０月２３日（金）分）

◆「不適合」とは、法律等で報告が義務づけられているトラブルや、設備の点検で見つかる機器の故障など、

発電所の設備や業務の安全性及び信頼性の確保に必要な要求事項を満たしていない状態をいいます。

当発電所では、社内の会議体（パフォーマンス向上会議）において「不適合」と判定したすべての事案を

本ホームページで公表しています。

２０２６年１０月２３日のパフォーマンス向上会議で審議された不適合は、下記のとおりです。

番号
ＣＡＱ
影響度

発見日

1 Non-CAQ 10月19日

不適合内容

【既設多核種除去設備建屋内の高性能容器（ＨＩＣ）上部における粉状の付着について】
当社社員が、既設多核種除去設備建屋内において、高性能容器上部に白い粉状のものが付着していることを確認。
原因として、使用済吸着材を高性能容器（ＨＩＣ）へ移送した際、移送ホースと高性能容器（ＨＩＣ）上部の接続部から、
少量の吸着材が飛散した可能性があると推定。
なお、確認された粉状物の汚染密度はバックグラウンド相当であり、拭き取り作業は完了している。
今後、再発防止対策を検討。


